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●主な事業内容● 
■災害に強いまちづくり 
平成26年8月の大規模土砂災害の被災地域における安全確保を図るための砂防施設の整備 

■地方創生 
●新たな経済成長 
三原市本郷地区における産業団地整備のための設計業務等の実施、春の旅行需要喚起に向けた
観光プロモーション等の実施 
●人づくり 
子育てパスポートの全国共通展開の参加に必要なシステム改修等の実施、離転職者への委託訓
練の実施など 

■国際平和拠点ひろしまの形成 
主要国首脳会議（サミット）外相会合開催に向けた警備体制の強化 

● 平成27年度補正予算 …… 
 
● 平成26年度決算等 …… 
● 条例案 ……………………… 
 
 

● 人事案件 …………………… 
● その他の議案 ……………… 
● 意見書案 …………………… 
● 請願 ………………………………… 
 

一般会計1件、特別会計1件、企業会計1件 
一般会計の修正案 
一般会計・特別会計1件、企業会計1件 
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例など
11件 
広島県公害審査会委員の任命の同意についてなど2件 
工事請負契約の締結についてなど32件 
JR三江線存続のための国の関与を求める意見書など4件 
国の責任による35人以下学級の前進、教育の無償化、教育
条件の改善などゆきとどいた教育の実現を求める請願など
2件（不採択） 

可決 

可決 
否決 

認定 

可決 

同意 

可決 

可決 

　
広
島
県
議
会
は
、
十
二
月
定
例
会
を

十
二
月
七
日
か
ら
十
二
月
十
六
日
ま
で

の
十
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、「
平
成
二
十
七

年
度
広
島
県
一
般
会
計
補
正
予
算
」
や

「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す

る
条
例
」
、九
月
定
例
会
か
ら
継
続
審
査

と
し
て
い
た
「
平
成
二
十
六
年
度
決
算
認

定
等
」
、さ
ら
に
は
「
J
R
三
江
線
存
続
の

た
め
の
国
の
関
与
を
求
め
る
意
見
書
」
な

ど
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、五
十
四

議
案
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認

定
並
び
に
同
意
し
ま
し
た
。
な
お
、最
終

日
に
は
、広
島
市
東
部
地
区
連
続
立
体
交

差
事
業
の
債
務
負
担
行
為
を
削
除
す
る

一
般
会
計
補
正
予
算
の
修
正
案
が
提
出

さ
れ
、賛
成
と
反
対
の
討
論
が
行
わ
れ
た

後
、採
決
の
結
果
、否
決
し
ま
し
た
。
 

　
本
会
議
に
お
い
て
は
、
教
育
施
策
、
防

災
・
減
災
対
策
、
医
療
・
福
祉
対
策
、
産

業
振
興
な
ど
の
県
政
が
直
面
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
、
九
人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
は
、

付
託
さ
れ
た
各
議
案
な
ど
に
つ
い
て
審
査
・

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
 

12月 7日 本会議　［開会、提案理由説明など］ 

12月 8日 全員委員会　［提案事項の説明など］ 

12月 9日～11日 本会議　［一般質問など］ 

12月 14日 各常任委員会 

12月 16日 本会議　［委員長報告、議案の採決など、閉会］ 

（平成27年12月7日～12月16日） 

冬の原爆ドーム（広島市） 原子爆弾の投下から70年が経過した原爆ドームの雪景色。ここ広島市では、本年4月10、11日に主要国首脳会議外相会合が開催されます。 

●平成27年度広島県補正予算 
9月補正予算編成後の状況変化等を踏まえ、「災害に強いまちづくり」や「地方創生」に向けた取り組
みなど、総額9億4,400万円の補正予算を可決しました。 

●行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番
号の利用に関する条例の新設 
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（いわゆるマイナンバー法）
の施行に伴い、県の執行機関内における個人番号の利用に関して必要事項を規定する条例案を可決し
ました。 

本会議情報 議案等審議結果 
各議案に対する議員の表決態度（賛否）は、
ホームページで公表しています。 



本会議では、12月9日、10日、11日の3日間に
わたって、9人の議員が一般質問を行い、教育
施策、防災・減災対策、医療・福祉対策、産業振
興などの県政が直面するさまざまな課題につい
て、県民の視点に立った論議を展開しました。 
紙面の都合上、1人2問ずつ掲載しています。 
その他の質問等詳細は、ホームページのインターネット中
継をご覧ください。（4面に記載のアドレス参照） 
※YouTubeでも試行的に録画配信しています。 
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12月14日開催 

虐待死で最も多いの
は0歳児で、

全体の4割強。その
半数が0か

月の新生児で、その中
の85％の

虐待死が0歳0か月0
日。 

なお、厚生労働省の調
査によると、

平成25年度の児童
虐待による

死者数は69人。 

国際社会の持続的な平和
と

発展を牽引できるリーダ
ー

を育成し、その成果を全県
に

還元するために、国際機
関

等と連携した全寮制の 

中高一貫校として 

広島県が設立を 

目指している。 

2011年、障害者基本法が
改正され、手話が言語とし
て認められて以降、ろう者と
ろう者以外の者がお互いを
理解し共生する社会の実現
を目指し、鳥取県や神奈川
県をはじめ各自 
治体で制定され 
始めている。 

豪雨や地震などで土砂災害が生じる恐れのある土砂災害危険箇所のひとつ。傾斜度30度以上、高さ5メートル以上の急傾斜地で、人家や 
公共施設に被 
害が生じる 
恐れのある 
箇所。 

障害者や高齢者が田畑や
農

場での農作業の担い手と
な

るように支援することで、
障

害者や高齢者の雇用創出と
、

農業の人手 

不足の解消 

を図る取り 

組み。 

自治体により助成制度は
異

なり、広島県では入院・通
院

とも小学校入学前までを
対

象としているが、県内でも
、

小学校卒業まで、中学校卒
業

までなど、助成 

対象年齢を引 

き上げている 

市町もある。 

平
成
十
年
の
文
部
省
に
よ
る
是

正
指
導
以
来
の
教
育
行
政
の
歴

史
の
上
に
、本
県
の
新
た
な
教
育
の
歴
史

を
ど
の
よ
う
に
築
い
て
い
く
の
か
、「
学

び
の
変
革
」
の
実
現
に
向
け
た
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
認
識
と
決
意
を
伺
う
。
 

本
県
教
育
が
是
正
前
の
状
況
に

戻
る
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
あ
っ

て
は
な
ら
ず
、生
涯
に
わ
た
っ
て
主
体
的

に
学
び
続
け
る
力
を
す
べ
て
の
子
供
た
ち

に
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
更
に
充
実
・
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
。 

冨永健三議員  
自民議連〈広島市佐伯区〉 

ぞう けん なが とみ 

的場　豊議員  
民主県政会〈福山市〉 

ゆたか ば まと 

児
童
生
徒
の
数
が
減
少
し
、
適
正

規
模
を
維
持
す
る
た
め
に
学
校

数
を
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
っ

て
新
た
な
学
校
を
創
設
す
る
こ
と
は
、
県

と
し
て
今
後
の
人
材
育
成
の
方
向
性
に

大
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
も
の
と

考
え
て
い
る
が
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー

育
成
校
」
を
創
設
し
よ
う
と
い
う
意
義

と
必
要
性
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。
 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
、

全
寮
制
で
多
様
な
価
値
観
を
持
つ
生
徒

が
と
も
に
学
ぶ
全
人
的
な
教
育
や
、人
々

と
協
働
し
答
え
が
一
つ
で
な
い
課
題
を

解
決
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
を
、国
際

機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
む
学
校
が
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、そ
の
成
果
を
国
公
私

立
の
枠
を
超
え
て
還
元
し
、全
県
的
な

学
び
の
変
革
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。 

障
害
者
基
本
法
の
改
正
と
障
害

者
差
別
解
消
法
の
制
定
に
よ
り
、

言
語
と
し
て
認
め
ら
れ
た
手
話
の
普
及

や
環
境
整
備
を
ど
う
進
め
る
の
か
。
ま
た
、

他
県
で
制
定
が
進
む
手
話
言
語
条
例
制

定
に
向
け
て
ど
う
取
り
組
む
の
か
。
 

障
害
者
へ
の
理
解
と
共
生
を
県

民
運
動
と
し
て
推
進
す
る「
あ
い

サ
ポ
ー
ト
運
動
」等
を
通
じ
た
手
話
の
普

及
啓
発
や
、手
話
通
訳
者
の
養
成
・
派
遣
、

聴
覚
障
害
者
支
援
の
た
め
の
情
報
提
供

施
設
の
整
備
等
、手
話
を
使
い
や
す
い
環

境
の
充
実
を
図
り
た
い
。手
話
言
語
条

例
に
つ
い
て
は
、国
や
他
の
自
治
体
の
動

向
も
踏
ま
え
、調
査・研
究
を
行
っ
て
い
く
。 

福
山
市
を
は
じ
め
広
島
県
と
岡

山
県
の
六
市
二
町
で
策
定
し
て

い
る
び
ん
ご
圏
域
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、

経
済
成
長
や
都
市
機
能
の
集
積
強
化
、

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等
に
取
り

組
む
連
携
協
約
を
締
結
し
て
い
る
。
県

を
ま
た
ぐ
圏
域
の
施
策
や
事
業
へ
の
県
の

か
か
わ
り
と
県
間
の
調
整
、
予
算
措
置
へ

の
考
え
方
を
伺
う
。
 

県
は
、備
後
圏
域
の
各
施
策
が
具

体
化
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、県

が
行
う
施
策
と
方
向
性
を
合
わ
せ
な
が

ら
、び
ん
ご
圏
域
活
性
化
戦
略
会
議
等

を
活
用
し
て
、岡
山
県
と
緊
密
に
連
携

し
て
ま
い
り
た
い
。ま
た
、連
携
中
枢
都

市
圏
制
度
に
は
普
通
交
付
税
や
特
別
交

付
税
に
よ
る
財
政
措
置
が
講
じ
ら
れ
て

お
り
、県
は
こ
の
点
を
勘
案
し
、助
言
や

調
整
な
ど
に
よ
り
連
携
中
枢
都
市
圏
の

取
り
組
み
を
後
押
し
し
て
い
く
。 

渡辺典子議員  
自民会〈広島市安佐北区〉 

こ のり なべ わた 

多
く
の
虐
待
死
が
、0
歳
0
か
月

0
日
で
あ
る
と
い
う
衝
撃
的
な

事
実
が
あ
り
、
そ
の
加
害
者
の
九
割
が

母
親
で
あ
る
。
予
期
せ
ぬ
妊
娠
で
苦
し

む
女
性
へ
支
援
の
選
択
肢
を
提
示
で
き

る
相
談
体
制
の
整
備
が
急
務
だ
が
、
現

在
は
ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

医
療
機
関
や
民
間
と
協
力
す
る
シ
ス
テ

ム
の
充
実
を
図
る
予
定
は
あ
る
か
。
 

相
談
窓
口
で
は
、
支
援
策
を
情

報
提
供
し
、
必
要
に
応
じ
て
関

係
機
関
に
つ
な
い
で
い
る
が
、こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
と
限
ら
れ
た
医
療
機
関
と
の

連
携
に
と
ど
ま
る
た
め
、
医
療
機
関
に

お
け
る
情
報
提
供
、相
談
機
関
へ
の
つ
な

ぎ
等
、必
要
な
情
報
を
届
け
る
体
系
的

な
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
す
る
。 

特
別
警
戒
区
域
内
に
あ
る
県
営

住
宅
に
つ
い
て
、
構
造
補
強
で
対

応
す
る
こ
と
と
し
た
理
由
や
経
緯
と
、

区
域
外
へ
移
設
す
る
方
針
に
変
え
な
い
の

か
、
伺
う
。
ま
た
、
県
立
高
校
等
の
施
設

へ
の
対
応
を
個
々
の
施
設
ご
と
に
検
討

し
た
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
結
果
を
伺
う
。
 

県
営
住
宅
は
、
市
町
と
連
携
し

て
警
戒
避
難
体
制
の
構
築
と
、

補
強
に
よ
り
安
全
確
保
が
可
能
と
判
明

し
た
た
め
、対
策
工
事
を
行
っ
た
。
県
立

学
校
は
、
雨
量
情
報
等
で
事
前
に
下
校

や
休
校
の
措
置
を
と
っ
て
い
る
が
、
優
先

箇
所
か
ら
、
建
物
の
構
造
上
の
安
全
性

の
検
証
を
進
め
て
お
り
、
結
果
を
踏
ま

え
、必
要
な
対
策
を
講
じ
る
。 

国
で
は
今
年
一
月
、
ロ
ボ
ッ
ト
新

戦
略
を
発
表
し
、
官
民
共
同
で
の

投
資
に
よ
り
、
関
連
市
場
を
約
四
倍
に

拡
大
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
他

県
で
は
こ
の
研
究
開
発
資
金
等
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
が
、
本
県
で
も
、
成
長
産

業
の
育
成
支
援
と
し
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
産
業

の
振
興
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

ロ
ボ
ッ
ト
産
業
の
振
興
に
当
た
っ

て
は
、
中
堅
・
中
小
企
業
の
現
場

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
技
術
を
安
価
に

実
現
で
き
る
研
究
開
発
や
、
専
門
技
術

者
の
確
保
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
す
る
支
援
を
総
合

的
に
進
め
る
こ
と
で
、ロ
ボ
ッ
ト
関
連
産

業
の
発
展
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
る
県

内
企
業
の
さ
ら
な
る
成
長
を
図
る
。 尾熊良一議員  

公明党〈福山市〉 

いち りょう ぐま お 

畑石顕司議員  
自民議連〈広島市東区〉 

じ けん いし はた 

農
業
の
担
い
手
不
足
が
深
刻
化

す
る
中
、
解
決
策
と
し
て
「
農
福

連
携
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
国
で
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
他
県
で
は
障

害
者
の
雇
用
拡
大
等
の
成
果
を
挙
げ
て

い
る
が
、
本
県
で
も
農
業
の
課
題
解
決
の

た
め
に
も
推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

本
県
で
は
、障
害
者
の
就
農
に
向

け
た
取
り
組
み
は
広
が
っ
て
い
な

い
も
の
の
、福
祉
分
野
で
は
農
業
が
障
害

者
の
訓
練
や
雇
用
の
場
と
し
て
評
価
さ

れ
て
い
る
。こ
の
た
め
、障
害
に
応
じ
た

作
業
工
程
や
職
場
の
環
境
整
備
に
つ
い

て
、農
業
部
門
と
社
会
福
祉
部
門
で
情

報
交
換
し
な
が
ら
、農
福
連
携
の
促
進

に
向
け
て
検
討
す
る
。 

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
は
、
人

口
密
集
地
の
周
辺
に
集
中
し
、
住

民
に
身
近
に
危
険
が
意
識
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
市
町
補
助
事
業
を

含
め
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
の
積

極
的
な
推
進
を
希
望
す
る
が
、
事
業
の

現
状
と
市
町
補
助
増
額
も
含
め
た
今
後

の
取
り
組
み
を
伺
う
。
 

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
は
、

斜
面
の
荒
廃
状
況
や
保
全
対
象

人
家
の
数
な
ど
を
勘
案
し
、計
画
的
に
実

施
し
て
い
る
。県
事
業
に
加
え
、規
模
の
小

さ
い
危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、市
町
に
対
し

て
補
助
を
行
っ
て
実
施
し
て
お
り
、可
能

な
限
り
市
町
補
助
金
の
確
保
に
努
め
、

総
合
的
な
土
砂
災
害
対
策
を
推
進
す
る
。 

子
供
の
健
全
な
成
長
の
た
め
に
は
、

小
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
は
子

供
ら
し
く
の
び
の
び
と
遊
ぶ
こ
と
が
極

め
て
重
要
だ
と
思
う
が
、
今
日
で
は
遊
ぶ

場
所
や
時
間
が
な
い
と
い
っ
た
状
況
に
あ

る
。
子
供
が
子
供
ら
し
く
の
び
の
び
と

育
つ
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
ど
う
考
え
、

今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
、
伺
う
。
 

子
供
た
ち
が
将
来
に
わ
た
っ
て
た

く
ま
し
く
生
き
る
力
を
持
ち
、健

や
か
に
育
つ
た
め
に
は
、遊
び
や
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
か
ら
人
間
関
係
能
力
な
ど
を
学

べ
る
環
境
の
整
備
が
有
効
で
あ
る
と
考

え
る
。そ
の
た
め
、市
町
が
行
う「
放
課

後
子
供
教
室
」に
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
チ
ー
ム
を
派
遣
し
、子
供
た
ち
の
体
験

活
動
の
幅
を
広
げ
る
な
ど
取
り
組
み
の

充
実
を
図
り
、環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。 

辻　恒雄議員  
共産〈福山市〉 

お つね つじ 

九
月
に
成
立
し
た
安
全
保
障
法

制
は
、
内
容
も
や
り
方
も
二
重
に

憲
法
違
反
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
自
衛

隊
が
海
外
で
戦
闘
に
巻
き
込
ま
れ
る
恐

れ
が
大
き
く
な
る
と
と
も
に
、
日
本
は
無

法
国
家
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
一
刻
も

早
い
安
全
保
障
法
制
の
廃
止
が
必
要
と

考
え
る
が
知
事
の
所
見
を
伺
う
。
 

安
全
保
障
法
制
の
採
決
は
、
国

民
の
代
表
に
よ
る
審
議
の
結
果

と
理
解
し
て
い
る
が
、
県
民
は
、日
本
が

将
来
に
わ
た
っ
て
憲
法
の
平
和
主
義
を

尊
重
し
、
国
際
社
会
か
ら
尊
敬
さ
れ
る

平
和
国
家
と
し
て
歩
む
こ
と
や
、そ
の
た

め
の
政
府
の
努
力
を
望
ん
で
い
る
と
感

じ
る
。
今
後
、
政
府
に
は
国
際
平
和
構

築
に
向
け
た
取
り
組
み
に
努
め
て
ほ
し

い
と
考
え
る
。 

子
供
の
医
療
費
助
成
制
度
は
、子

育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
や
乳
幼
児
の
健
康
保
持
に
重
要
な
事

業
で
あ
り
、少
子
化
対
策
と
し
て
も
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
本
県
の
助
成

制
度
は
入
通
院
と
も
就
学
前
ま
で
だ
が
、

中
学
校
卒
業
ま
で
を
目
指
し
、計
画
的
に

対
象
年
齢
を
引
き
上
げ
て
は
ど
う
か
。
 

乳
幼
児
医
療
費
公
費
負
担
事
業

は
重
要
な
事
業
で
あ
り
、
対
象

年
齢
を
就
学
前
ま
で
拡
大
し
て
き
た
。一

方
で
、
国
に
お
い
て
、
全
国
一
律
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
の
検
討
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
対
象
年
齢
の
さ
ら
な
る
引
き
上

げ
に
つ
い
て
は
、そ
の
動
向
を
注
視
す
る

と
と
も
に
、子
育
て
支
援
策
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
の
中
で
慎
重
に
検
討
す
る
。 



12月14日開催開催 12月14日開催 

12月16日議決 

県民福祉の向上のため、
国会や関係省庁等に提
出し、その実現を図るよう
要望しました。 

広島南道路、東広島バイパス、安芸バイパスが完成すれば、山陽自動車道が渋滞した場合も迂回が可能で、 
広島空港へのア 
クセスが強化さ 
れる重要な路線 
となる。 

まち・ひと・しごと創
生に向け、

各自治体は今年度、
今後5か年

の目標や施策の基
本的方向、

具体的な施策をまとめ
た「まち・

ひと・しごと創 

生総合戦略」の 

策定を進めて 

いる。 

瀬戸内を共有する7県で
今

年4月設立予定の社団法人
。

観光関連事業者等と連携し
、

広域観光周遊ルート 

“せとうち海の道”に 

おける外国人宿泊客の 

増加など瀬戸内への 

来訪者増加を目指す。 

地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
た
 

市
町
と
の
連
携
・
支
援
 

●
J
R
三
江
線
存
続
の
た
め
の
国
の
関
与
を
求
め
る
意
見
書
 

●
岩
国
基
地
の
機
能
増
強
に
伴
う
安
全
・
安
心
な
住
環
境
の
確
保
を

求
め
る
意
見
書
 

●
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
の
保
険
適
用
及
び
脳
脊
髄
液
減
少
症
の

治
療
推
進
を
求
め
る
意
見
書
 

●
森
林
・
林
業
施
策
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
 

補
正
予
算
一
件
、条
例
案
六
件
、 

そ
の
他
の
議
決
案
件
二
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
基
づ
く
個
人
番
号

の
利
用
開
始
に
当
た
っ
て
は
、個
人
情

報
漏
え
い
を
防
ぐ
た
め
、関
係
す
る
職

員
へ
の
指
導
等
を
徹
底
し
、適
切
な
取

り
扱
い
体
制
を
構
築
さ
れ
た
い
こ
と
。 

●
県
立
総
合
技
術
研
究
所
の
設
備
機
器

は
、
企
業
等
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え

た
整
備
を
行
う
こ
と
。 

●
庁
舎
総
合
管
理
方
針
の
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
中
期
財
政
運
営
方
針
と
の
関

係
に
留
意
す
る
と
と
も
に
、
政
策
的

経
費
の
確
保
に
大
き
な
影
響
を
与
え

な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
た
い
こ
と
。
な
お
、

早
期
に
耐
震
化
工
事
等
を
実
施
す
る

と
と
も
に
新
た
な
本
庁
舎
の
整
備
の

方
向
性
を
示
さ
れ
た
い
こ
と
。 

【
他
】続
発
し
て
い
る
職
員
不
祥
事
の
防

止
に
向
け
た
綱
紀
粛
正
な
ど
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
一
件
、 

そ
の
他
の
議
決
案
件
二
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

●
治
山
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事

業
及
び
山
地
治
山
事
業
は
、被
災
地

の
早
期
復
旧
・
復
興
に
必
要
な
た
め
、

下
流
地
域
の
住
民
の
理
解
促
進
を
図

り
つ
つ
、円
滑
な
事
業
執
行
と
工
事
の

早
期
完
成
に
努
め
る
こ
と
。 

●
政
府
の「
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策

大
綱
」を
踏
ま
え
、生
産
供
給
体
制
の

充
実
・
強
化
の
た
め
、生
産
基
盤
の
整

備
な
ど
、県
の
実
態
に
即
し
た
施
策
を

実
施
し
、本
県
農
業
の
持
続
的
発
展

に
努
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。 

●
本
県
の
農
業
は
小
規
模
か
つ
零
細
で
、

高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
た
め
、産
業
と

し
て
自
立
で
き
る
農
業
の
確
立
に
向
け
、

着
実
に
取
り
組
む
こ
と
。 

【
他
】力
強
い
林
業
の
実
現
と
将
来
を
見

越
し
た
林
業
施
策
の
実
施
な
ど
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
一
件
、条
例
案
一
件
、 

そ
の
他
の
議
決
案
件
三
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

新
規
付
託
の
請
願
二
件
　
不
採
択
 

●
業
務
を
委
託
し
た
事
業
者
の
倒
産
に

伴
う
債
権
放
棄
を
防
ぐ
た
め
、
極
端

に
低
い
金
額
で
落
札
さ
れ
な
い
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
入
札
制
度
の
早
期

見
直
し
に
取
り
組
む
こ
と
。 

●
教
育
に
関
す
る
大
綱
の
策
定
は
、広
島

ら
し
さ
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、幼

児
期
に
お
け
る
質
の
高
い
教
育
の
推
進

等
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、児
童
生
徒

が
将
来
親
に
な
る
た
め
の
教
育
も
大

綱
へ
の
位
置
づ
け
を
検
討
す
る
こ
と
。 

●
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
校
の
設
置

検
討
に
当
た
っ
て
は
、
本
県
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
国
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
大
学
入
試
制
度
と
の
整
合
を

図
る
こ
と
。
ま
た
、開
校
ま
で
の
ス
ケ
ジュー

ル
を
示
さ
れ
た
い
こ
と
。 

【
他
】主
権
者
教
育
の
充
実
な
ど
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
一
件
、条
例
案
三
件
、 

そ
の
他
の
議
決
案
件
十
一
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

●
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
事

業
は
、医
療
と
介
護
の
広
範
か
つ
多
岐

に
わ
た
る
事
業
で
あ
り
、適
切
な
執
行

及
び
管
理
に
向
け
た
体
制
を
確
保
す

る
こ
と
。 

●
子
育
て
パ
ス
ポ
ー
ト
全
国
共
通
展
開
事

業
へ
の
参
加
に
当
た
っ
て
は
、県
民
へ
十

分
な
周
知
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
。 

●
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
当

た
っ
て
は
、パ
イ
ロ
ッ
ト
圏
域
に
お
け
る

特
色
あ
る
取
り
組
み
が
他
の
圏
域
で

も
推
進
さ
れ
る
よ
う
普
及
促
進
を
図

る
と
と
も
に
、市
町
や
地
域
へ
の
支
援

を
強
化
す
る
こ
と
。ま
た
、都
市
や
中

山
間
な
ど
の
地
域
特
性
を
踏
ま
え
て

取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
。 

【
他
】広
島
県
地
域
医
療
構
想
の
策
定
に

お
け
る
地
域
関
係
者
と
の
十
分
な

協
議
な
ど
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
二
件
　
原
案
可
決（
賛
成
多
数
） 

補
正
予
算
一
件
、そ
の
他
の
議
決
案
件

十
四
件
　
原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

 
●
広
島
市
東
部
地
区
連
続
立
体
交
差
事

業
は
、早
期
の
事
業
効
果
の
発
現
を
図

る
意
味
か
ら
も
、府
中
町
の
準
備
工
事
に

着
手
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
。一
方
、今

回
の
予
算
を
認
め
る
こ
と
は
、船
越
地
区

の
高
架
化
が
さ
れ
な
い
こ
と
を
認
め
る
こ

と
に
な
る
た
め
、共
同
事
業
者
と
し
て
時

間
を
か
け
て
高
架
化
を
希
望
す
る
住
民

と
の
合
意
形
成
を
図
る
努
力
を
す
べ
き

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。 

●
三
原
市
本
郷
地
区
の
土
地
造
成
事
業
の

着
手
は
、立
地
企
業
の
ニ
ー
ズ
や
販
売
リ

ス
ク
を
的
確
に
捉
え
、客
観
的
な
基
準
を

も
っ
て
取
り
組
ま
れ
た
い
こ
と
。一
方
、見

込
み
ど
お
り
に
分
譲
で
き
な
い
場
合
の
対

策
が
想
定
さ
れ
な
い
ま
ま
新
規
造
成
に

踏
み
切
る
べ
き
で
な
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。 

【
他
】工
事
請
負
契
約
の
変
更
内
容
等
の
妥

当
性
を
確
保
す
る
た
め
の
部
局
横
断

的
な
監
視
体
制
の
構
築
な
ど
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
一
件
、条
例
案
二
件
、 

そ
の
他
の
議
決
案
件
四
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

●
ホ
テ
ル
火
災
捜
査
の
燃
焼
実
験
に
伴

う
損
害
賠
償
事
案
は
、
再
発
防
止
策

を
講
じ
る
と
と
も
に
、
損
害
賠
償
手

続
き
を
適
正
に
進
め
る
た
め
事
案
発

生
時
の
初
動
対
応
等
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。 

●
歓
楽
街
の
健
全
な
風
俗
環
境
づ
く
り

は
、
改
正
風
営
適
正
化
法
に
よ
る
規

制
緩
和
に
よ
り
、住
民
に
悪
影
響
を

及
ぼ
さ
ず
、誰
も
が
安
心
し
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、十
分
な
指
導
や

取
り
締
ま
り
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
。 

●
春
の
旅
行
需
要
を
喚
起
す
る
事
業
は
、

外
国
人
観
光
客
へ
の
取
り
組
み
も
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。 

【
他
】仕
事
に
就
い
て
い
な
い
若
者
を
支

援
す
る
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
利
用
促
進
な
ど
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

増
加
す
る
外
国
人
観
光
客
の
取

り
込
み
に
向
け
て
、
全
国
で
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
る
中
、
本

県
の
外
国
人
宿
泊
客
の
増
加
に
向
け
た
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
伺
う
。
 

県
で
は
、
重
点
国
を
定
め
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
や
、
滞
在
や
周
遊
を

促
す
た
め
の
多
様
な
観
光
メ
ニュ
ー
の
形

成
等
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
も
観

光
情
報
発
信
の
強
化
や
、本
県
な
ら
で

は
の「
食
」を
含
む
夜
の
観
光
メ
ニュ
ー
の

提
供
、「
せ
と
う
ち
観
光
推
進
機
構
」
に

よ
る
広
域
で
の
誘
客
促
進
の
取
り
組
み

と
の
連
携
な
ど
に
よ
り
、
外
国
人
観
光

客
の
周
遊
・
滞
在
を
 

促
進
し
て
い
く
。 

外
国
人
宿
泊
客
の
増
加
策
 

急
傾
斜
地
の
崩
壊
を
防
ぐ
施
設
の
管
理
 

山
陽
自
動
車
道
の
代
替
ル
ー
ト
の
整
備
 

伝
統
的
産
業
や
地
場
産
業
の
振
興
策
 

出原昌直議員  
自民議連〈福山市〉 

なお まさ はら いで 

西村克典議員  
民主県政会〈広島市安芸区〉 

のり かつ むら にし 

県
東
部
地
域
の
備
後
絣
な
ど
伝

統
的
産
業
や
繊
維
等
の
地
場
産

業
は
、需
要
の
減
退
、海
外
製
品
と
の
競
合

激
化
等
で
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
地
域
に

根
差
す
こ
う
し
た
産
業
の
発
展
、継
承
に

向
け
た
県
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。
 

伝
統
的
産
業
や
地
場
産
業
の
成

長
・
発
展
に
は
、新
商
品
開
発
や

新
事
業
へ
の
展
開
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
専
門
家
チ
ー
ム
に
よ
る
商
品
開

発
か
ら
市
場
獲
得
ま
で
の
集
中
支
援
を

行
う
ほ
か
、人
材
の
育
成
・
確
保
、新
商

品
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
引
き
続
き
し
っ
か
り
と
支

援
す
る
こ
と
で
伝
統
的
産
業
や
地
場
産

業
の
振
興
を
図
っ
て
い
く
。 

国
道
二
号
の
渋
滞
緩
和
や
山
陽

自
動
車
道
の
代
替
ル
ー
ト
と
し

て
早
期
の
完
成
が
期
待
さ
れ
る
安
芸
バ

イ
パ
ス
の
整
備
の
進
　
状
況
と
、
海
田
町

周
辺
に
お
け
る
広
島
南
道
路
及
び
東
広

島
バ
イ
パ
ス
の
整
備
の
状
況
、
ま
た
、
早

期
完
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
伺
う
。
 

安
芸
バ
イ
パ
ス
は
、
広
島
市
安
芸

区
で
橋
梁
工
事
等
が
行
わ
れ
、

ま
た
、
東
広
島
市
で
志
和
イ
ン
タ
ー
線

と
接
続
す
る
区
間
の
立
体
化
工
事
に
今

年
度
着
手
予
定
な
ど
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
海
田
町
内
で
は
、広
島
南
道
路

は
明
神
高
架
道
路
の
設
計
に
着
手
し
、

東
広
島
バ
イ
パ
ス
は
海
田
高
架
道
路
の

橋
脚
工
事
が
進
ん
で
い
る
。
引
き
続
き

早
期
完
成
に
向
け
国
に
強
く
働
き
か
け

て
い
く
。 安

心
な
暮
ら
し
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
市
町
に
お
け
る
急
傾
斜

地
崩
壊
防
止
施
設
な
ど
防
災
施
設
の
整

備
や
維
持
修
繕
が
適
切
に
行
え
る
よ
う

支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
県
の

果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
伺
う
。
 

施
設
管
理
者
の
違
い
に
よ
ら
ず

適
切
に
維
持
管
理
を
し
て
い
く

た
め
、
市
町
等
と
新
技
術
の
情
報
共
有

や
技
術
力
の
向
上
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、連
携
・
共
同
体
制
の
構
築
に
向
け
て

検
討
し
て
い
る
。
今
後
も
県
が
中
心
と

な
り
、市
町
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
体
と
な
っ
た
総
合
的

な
防
災
対
策
を
進
め
、
災
害
に
強
い
広

島
県
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。 

T
P
P
を
見
据
え
た
農
政
の
あ
り
方
 

山下智之議員  
自民議連〈廿日市市〉 

し さと した やま 

T
P
P
大
筋
合
意
を
受
け
て
、
農

業
の
担
い
手
の
経
営
力
の
強
化

や
農
業
を
核
と
し
た
新
た
な
価
値
の
創

造
に
よ
る
収
益
力
の
向
上
・
雇
用
創
出
、

新
規
就
農
者
に
対
す
る
積
極
的
な
支
援

に
つ
い
て
、
県
は
今
後
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
。
 

国
の
T
P
P
政
策
は
、
本
県
農

政
の
方
向
性
と
軌
を
一
に
し
て

お
り
、
経
営
発
展
意
欲
の
あ
る
担
い
手

の
育
成
、影
響
が
少
な
い
品
目
へ
の
転
換
、

六
次
産
業
化
を
通
じ
た
経
営
高
度
化
・

雇
用
創
出
、新
規
就
農
者
確
保
に
向
け

た
切
れ
目
の
な
い
支
援
等
に
つ
い
て
、
市

町
や
J
A
と
力
を
結
集
し
、オ
ー
ル
広

島
で
取
り
組
み
、
産
業
と
し
て
自
立
で

き
る
農
業
の
実
現
を
着
実
に
進
め
る
。 

地
方
創
生
の
動
き
が
本
格
化
し
、

総
合
戦
略
に
基
づ
く
取
り
組
み

が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
中
、
地
域
と
向

か
い
合
う
市
町
が
実
効
性
あ
る
取
り
組

み
を
行
う
た
め
に
、
県
は
今
後
、
ど
の
よ

う
に
連
携
・
支
援
し
て
い
く
の
か
。
 

県
と
市
町
の
ト
ッ
プ
で
課
題
認
識

の
共
有
等
を
図
っ
た
結
果
、連
携

し
て
取
り
組
む
基
盤
が
整
っ
て
き
た
。
今

後
は
、
総
合
戦
略
の
目
標
を
着
実
に
達

成
で
き
る
よ
う
、
国
の
動
向
や
県
の
施

策
の
十
分
な
情
報
提
供
と
連
携
、
市
町

の
取
り
組
み
に
対
す
る
必
要
に
応
じ
た

支
援
等
を
行
い
、
地
方
創
生
の
実
現
に

向
け
、
県
全
体
と
し
て
効
果
的
な
施
策

展
開
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。 

か
す
り
 



ご近所で未着の方がありましたら、市・区役所、町役場、県議会事務局政策調査課でお渡しいたしますので、その旨お伝えください。また、広島県議会ホームページでもご覧いただけます。 

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/gikai/ホームページ 

…「ひろしま県議会ダイジェスト」を配信しています。 

…本会議と委員会の会議録が登録されています。 

…本会議の審議状況等をインターネット中継（生・録画）しています。 

あて先 

082ｰ513ｰ4743TEL FAX 082ｰ222ｰ9600

ひろしま県議会だよりは、6月、9月、12月、2月の各定例会後に発行します。 

〒730ｰ8509　広島市中区基町10ｰ52
広島県議会事務局　政策調査課 

●本会議の傍聴 
本会議の傍聴ができます。本会議の開催日に、議会棟1階の受付ま
でお越しください。 
● 受付／午前9時～　　● 先着順に50名まで 

●本会議場の団体見学 
本会議等の行事のない日は、本会議場の団体見学ができます。 
● 午前9時～11時半、午後1時～5時（土・日、祝日等を除く。） 
【問い合わせ先】 総務課　　　 082－513－4723

●委員会の視聴 
委員会の審議状況が、議会棟1階のモニターテレビでご覧いただけます。 
● 受付／委員会開催の1時間前～ ● 定員36名（希望者多数の場合抽選） 
本会議、委員会の開催日時は、決定され次第、ホームページでお知らせします。 

●点字・音声版のお知らせ 
視覚障害者の方へ「点字版」と「音声版（テープ版・デイジー版）」
を発行しています。ご希望の方は県議会事務局政策調査課までご連
絡ください。 

TEL

YouTubeでも試行的に録画配信しています。 

ブラジル広島県人会創立60周年記念式典の 
様子 

農林水産委員会における集中審議の様子 

全国都道府県議会議長会から次の議員が自治功労者として表彰されました。 

30年表彰受章者 
平田　修己〈三原市・世羅郡／自民議連〉 

10年表彰受章者 
沖井　　純〈江田島市／自民議連〉 

15年表彰受章者 
宮本　新　〈山県郡／広志会〉 

　9月29日に設置された決算特別委員会は、9月定例会で付託された「平成26年度広島県歳入歳出決算認定」並びに
「平成26年度広島県公営企業の決算の認定及び剰余金の処分」について、10月1日から11月27日まで、9回にわたっ
て審査を行いました。 
　10月1日には、代表監査委員から「広島県歳入歳出決算審査意見書」等について説明を聴取したほか、11月27日に
は、知事の出席のもとで総括審査が行われました。 
　審査の結果、いずれも全会一致で認定並びに可決すべきものと決定され、12月16日の本会議で、その旨報告されました。 

（総括審査の模様は、広島県議会ホームページの「インターネット中継」でご覧いただけます。） 

　ブラジル、ペルー、パラグアイ及びアルゼンチンを訪問し、
各広島県人会の創立周年記念式典などに出席しました。 
　また、メキシコ合衆国グアナファト州も訪問し、本県との
友好提携1周年の記念式典等に出席しました。 
　【日　　程】 平成27年10月20日（火）～31日（土） 
　【主要行事】 ・各国広島県人会創立周年記念式典、慰霊碑参拝など 
 ・グアナファト州議会訪問、友好提携1周年記念式典・ 
  食文化交流会など 

●一般会計・特別会計決算の状況 （単位：百万円） ■決算特別委員会名簿 
16人 

委員長 

副委員長 

副委員長 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

冨永　健三 

栗原　俊二 

狭戸尾　浩 

三好　良治 

宮崎　康則 

伊藤真由美 

山下　真澄 

福知　基弘 

森川　家忠 

井原　　修 

緒方　直之 

日下　美香 

松岡　宏道 

岡　　哲夫 

犬童　英徳 

松浦　幸男 

歳入額 

歳出額 

歳入歳出差引額（A） 

翌年度に繰り越すべき財源（B） 

実質収支額（C）＝（A）－（B） 

前年度実質収支額（D） 

単年度収支額（E）＝（C）－（D） 

一般会計 特別会計 合　計 区　　分 

955,684 

946,801 

8,883 

4,884 

3,999 

3,636 

363

1,309,034 

1,294,624 

14,410 

5,101 

9,309 

9,080 

229

353,350 

347,823 

5,527 

217 

5,310 

5,444 

△134

●企業会計決算の状況 （単位：百万円） 

病院事業会計 

工業用水道事業会計 

土地造成事業会計 

水道用水供給事業会計 

収入（総収益） 支出（総費用） 純利益 区　　分 

23,748 

3,141 

3,146 

12,063

△1,347 

851 

△24,361 

2,464

25,095 

2,290 

27,507 

9,599

●
各
県
と
も
東
京
圏
等
か
ら
の

移
住
・
定
住
促
進
に
取
り
組

む
中
で
、本
県
の
特
色
の
さ

ら
な
る
ア
ピ
ー
ル
や
、首
都

圏
に
お
け
る
移
住
相
談
窓
口

の
体
制
強
化
の
検
討
と
と
も

に
、移
住
者
の
受
け
皿
と
な

る
市
町
に
対
す
る
短
期
集
中

的
な
支
援
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
 

●
地
方
公
営
企
業
会
計
制
度
の

大
幅
な
見
直
し
に
伴
い
、
公

営
企
業
会
計
に
係
る
定
例
監

査
等
を
外
部
監
査
法
人
に
委

託
し
て
い
る
が
、
監
査
委
員

事
務
局
の
役
割
を
的
確
に
発

揮
す
る
た
め
、
職
員
の
能
力

向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
 

●
少
子
化
対
策
は
、
ひ
ろ
し
ま

出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
充
実
な
ど
、
婚
活
事
業
の

取
り
組
み
を
強
化
す
る
必
要

が
あ
る
。
 

ま
た
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
向
け
て
、
休
日
保
育
等

の
拡
充
及
び
保
育
士
の
処
遇

改
善
な
ど
に
努
め
る
と
と
も

に
、
女
性
が
安
心
し
て
子
育

て
し
な
が
ら
働
け
る
よ
う
に
、

社
会
環
境
の
整
備
に
取
り
組

ま
れ
た
い
。
 

●
児
童
虐
待
の
防
止
対
策
は
、

市
町
や
関
係
機
関
と
の
連
携

及
び
全
庁
的
な
取
り
組
み
の

強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、体

制
の
拡
充
等
が
必
要
で
あ
る
。
 

ま
た
、
児
童
虐
待
や
学
校
に

お
け
る
い
じ
め
の
防
止
に
向

け
た
周
知
活
動
を
強
化
す
る

必
要
が
あ
る
。
 

●
県
営
林
事
業
費
特
別
会
計
は
、

財
務
状
況
の
開
示
に
よ
る
事

業
実
施
状
況
の
明
確
化
に
努

め
る
と
と
も
に
、
中
期
管
理

経
営
計
画
の
目
標
達
成
に
向

け
た
抜
本
的
対
策
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。
 

ま
た
、
県
産
材
の
利
用
拡
大

の
た
め
の
戦
略
的
な
施
策
に

取
り
組
ま
れ
た
い
。
 

●
水
産
業
の
さ
ら
な
る
振
興
の

た
め
、
新
規
就
業
者
へ
の
技

術
指
導
な
ど
を
行
う
と
と
も

に
、
漁
業
者
の
経
営
安
定
を

図
る
た
め
、
藻
場
・
干
潟
の

保
全
な
ど
ハ
ー
ド
整
備
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。
 

ま
た
、
海
砂
採
取
跡
地
の
海

底
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

早
期
の
環
境
回
復
に
取
り
組

ま
れ
た
い
。
 

●
新
た
な
産
業
団
地
の
造
成
は
、

リ
ス
ク
を
分
析
し
、
客
観
的

な
造
成
基
準
を
設
定
の
上
、

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
 

ま
た
、
総
収
支
の
赤
字
な
ど

を
明
ら
か
に
し
、
事
業
着
手

の
必
要
性
を
県
民
に
わ
か
り

や
す
く
説
明
す
る
姿
勢
が
必

要
で
あ
る
。
 

一
方
、
土
地
造
成
事
業
会
計

は
、
安
易
に
一
般
会
計
繰
り

入
れ
に
よ
る
赤
字
補
て
ん
を

行
う
の
で
は
な
く
、
債
務
超

過
の
要
因
分
析
及
び
総
括
を

十
分
に
行
う
べ
き
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。
 

●
公
共
事
業
の
入
札
・
契
約
制

度
は
、
地
域
の
安
全
・
安
心

を
支
え
る
建
設
業
者
の
減
少

を
踏
ま
え
、
最
低
制
限
価
格

を
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
 

ま
た
、
地
域
の
建
設
業
者
の

入
札
参
加
を
可
能
と
す
る
た

め
、
適
切
な
地
域
要
件
を
備

え
た
入
札
制
度
改
革
に
取
り

組
ま
れ
た
い
。
 

●
「
学
び
の
変
革
」ア
ク
シ
ョ
ン
・

プ
ラ
ン
を
推
進
す
る
た
め
、

教
員
の
意
識
改
革
や
研
修
の

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
県

全
体
の
教
育
水
準
の
向
上
に

向
け
て
、
私
立
学
校
で
も
教

員
研
修
の
充
実
に
努
め
る
必

要
が
あ
る
。
 

ま
た
、
学
校
に
通
え
な
い
子

供
た
ち
に
対
し
て
、
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
も
含
め
た
教
育
機

会
の
確
保
の
支
援
に
取
り
組

ま
れ
た
い
。
 

●
公
立
小
中
学
校
の
統
廃
合
は
、

県
教
育
委
員
会
の
考
え
方
を

明
確
に
す
る
と
と
も
に
、小

規
模
校
だ
と
教
育
効
果
が
上

が
ら
な
い
と
い
う
明
確
な
根

拠
は
な
い
た
め
、小
規
模
校

の
減
少
を
目
標
と
す
る
の
で

は
な
く
、子
供
の
成
長
や
地

域
の
活
性
化
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
観
点
か
ら
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。
 

●
交
通
安
全
対
策
は
、
高
齢
者
へ

の
反
射
材
着
用
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
自
転
車
の
マ
ナ
ー

向
上
の
た
め
の
意
識
啓
発
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
加

え
て
、
必
要
性
が
逓
減
し
た

信
号
機
は
、
よ
り
必
要
性
が

高
い
箇
所
へ
の
移
設
に
取
り

組
ま
れ
た
い
。
 

ま
た
、
警
察
施
設
の
老
朽
化

対
策
の
方
針
を
早
期
に
決
定

し
、
耐
震
化
さ
れ
て
い
な
い

施
設
の
工
事
に
早
期
着
手
す

る
必
要
が
あ
る
。
 

●
県
内
の
雇
用
労
働
環
境
の
改

善
は
、こ
れ
ま
で
の
事
例
を

調
査
・
分
析
し
、
正
規
雇
用

者
の
増
大
な
ど
に
取
り
組
ま

れ
た
い
。
 

ま
た
、
企
業
の
転
出
に
よ
る

県
内
雇
用
へ
の
影
響
を
最
小

限
に
抑
え
る
た
め
、
転
出
あ

る
い
は
転
入
し
た
企
業
の
現

状
を
把
握
し
、
商
工
行
政
と

労
働
行
政
が
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
を
充
実
強
化
す
る

必
要
が
あ
る
。
 

　平成24年10月に制定した「広島県行政に係る基本的な
計画の策定等を議会の議決事件等として定める条例」に基
づき、県行政の各分野における基本的な計画（分野別計画）
を策定または変更する場合は、執行部と議論を深め、議会
の意見を反映することとしています。 
　具体的には、策定または変更する計画について、所管委員
会が骨子案の段階から執行部の説明を受け、集中的に審議
を行い、議会としての意見・提言を議長から知事へ提出し、
知事は、それらを踏まえて計画を策定または変更します。 
　なお、今年度対象の分野別計画には、「広島県まち・ひと・しごと創生総合戦略」、「行政経営の方
針」、「中期財政運営方針」、「広島県環境基本計画」、「社会資本未来プラン」などがあります。 

 


